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日本医師会設立71周年記念式典並びに医学大会

　日本医師会設立71周年記念式典並びに医学大会が11月1日、日医会館大講堂で盛大
に開催された。
　当日は日本医師会最高優功賞・優功賞・医学賞・医学研究奨励賞の授与と、併せて長
寿会員慶祝者の紹介があった他、ノーベル医学・生理学賞受賞者の本庶佑京都大学高
等研究院副院長／特別教授ら受賞者による記念講演が行われた（関連記事4～ 6面）。

（
鈴
木
康
裕
厚

労
省
医
務
技
監

代
読
）
が
、
本

医
学
大
会
の
意

義
を
た
た
え
た

上
で
、
「
本
庶

特
別
教
授
に
日

本
医
師
会
最
高

優
功
賞
が
授
与

さ
れ
る
他
、
基

礎
医
学
、
社
会

医
学
、
臨
床
医

学
の
３
分
野
で

日
本
医
師
会
医

学
賞
が
授
与
さ

れ
、
大
変
優
れ

た
研
究
成
果
が

全
国
の
医
師
会

員
に
共
有
さ
れ

る
こ
と
は
、
今

後
の
日
本
の
医
学
研
究
や
医

療
の
発
展
に
と
っ
て
非
常
に

貴
重
な
機
会
と
受
け
止
め
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
エ
イ
デ
ル
マ
ン

Ｗ
Ｍ
Ａ
会
長
は
、
「
日
医
が

医
学
教
育
・
医
学
・
医
術
及

び
医
の
倫
理
に
お
け
る
国
際

的
水
準
を
高
め
る
と
と
も
に
、

全
世
界
の
人
々
を
対
象
に
し

た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
実
現
に
努

め
、
世
界
医
師
会
の
使
命
を

果
た
し
て
来
ら
れ
た
こ
と
は

称
賛
に
値
す
る
」
と
述
べ
、

横
倉
会
長
の
Ｗ
Ｍ
Ａ
会
長
と

し
て
の
功
績
を
た
た
え
た
。

そ
の
後
、
小
玉
常
任
理
事

が
そ
の
他
の
来
賓
者
を
紹
介

し
た
上
で
、表
彰
式
に
移
り
、

受
賞
者
に
対
し
て
、
横
倉
会

長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
目

録
が
授
与
さ
れ
た
。

最
後
に
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
、
馬
瀬
大
助
富
山
県
医

師
会
長
が
、
「
日
医
こ
そ
が

複
雑
に
絡
み
合
う
さ
ま
ざ
ま

な
医
療
の
問
題
に
立
ち
向
か

い
、
問
題
解
決
の
方
策
を
提

言
で
き
る
、
医
師
を
代
表
す

る
団
体
で
あ
る
。
横
倉
執
行

部
が
一
丸
と
な
っ
て
事
に
当

た
っ
て
い
る
こ
と
に
会
員
と

し
て
感
謝
し
て
お
り
、
今
後

も
支
援
し
て
い
き
た
い
。
本

日
の
受
賞
を
励
み
と
し
、
一

層
の
研け

ん
さ
ん鑽
に
努
め
、
医
学
の

進
歩
と
国
民
医
療
の
向
上
に

努
力
す
る
決
意
を
新
た
に
し

て
い
る
」と
謝
辞
を
述
べ
た
。

優
れ
た
医
学
的
治
療
と
共

に
、
患
者
の
不
安
を
和
ら

げ
る
医
療
を 

　
　   

─
本
庶
特
別
教
授

表
彰
式
終
了
後
に
は
、
本

庶
特
別
教
授
に
よ
る
「
驚
異

の
免
疫
力
」
と
題
し
た
特
別

講
演
が
行
わ
れ
た
。

同
特
別
教
授
は
、
希
望
的

な
観
測
と
し
た
上
で
、
「
将

来
的
に
は
免
疫
療

法
が
が
ん
の
治
療

法
の
主
流
に
な

る
。
が
ん
腫
を
完

全
に
消
す
こ
と
が

で
き
な
く
て
も
、

大
き
く
な
ら
な
い

状
態
が
続
く
こ
と

も
あ
る
た
め
、
あ

る
意
味
で
が
ん
は

慢
性
疾
患
と
な

り
、
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る

の
で
は
な
い
か
」

と
の
考
え
を
示
し

た
。ま

た
、
自
身
の

研
究
に
よ
っ
て
生

み
出
さ
れ
た
Ｐ
Ｄ

─

１
阻
害
薬
を
用
い
た
治
療

が
、
こ
れ
か
ら
は
が
ん
の
治

療
法
の
第
一
選
択
に
な
る
と

強
調
。そ
の
理
由
と
し
て
は
、

「
が
ん
の
初
期
の
段
階
で
用

い
た
方
が
効
果
的
で
あ
る
」

「
手
術
、
化
学
療
法
、
放
射
線

療
法
に
よ
っ
て
免
疫
力
が
落

ち
る
前
に
行
う
必
要
が
あ
る
」

「
副
作
用
を

少
な
く
す
る

こ
と
が
で
き

る
」「
短
期
間

の
投
与
で
も

長
期
間
、
効

果
が
期
待
で

き
る
だ
け
で

な
く
、
完
治

す
る
こ
と
も

期
待
で
き
る
」

こ
と
な
ど
を

挙
げ
た
。

ま
た
、
臨

床
現
場
に
お

い
て
、
が
ん

の
専
門
医
で
あ
っ
て
も
免
疫

に
関
し
て
詳
し
い
人
が
少
な

く
、
重
大
な
副
作
用
を
見
逃

し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と

指
摘
。
副
作
用
へ
の
対
応
プ

ロ
ト
コ
ル
の
充
実
を
求
め
た

他
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し

て
、
有
効
率
の
向
上
と
共
に
、

効
果
の
有
無
を
投
与
前
に
見

極
め
る
方
法
の
確
立
な
ど
が

あ
る
と
し
た
。

そ
の
上
で
、
同
特
別
教
授

は
幸
福
感
と
不
安
感
の
関
連

に
つ
い
て
、
自
身
の
考
え
を

説
明
。
今
後
の
医
療
に
つ
い

て
、
「
患
者
は
常
に
死
の
恐

怖
か
ら
逃
れ
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
人
間
を
幸
福
に
す
る

た
め
に
も
、
優
れ
た
医
学
的

治
療
を
行
う
だ
け
で
な
く
、

そ
の
不
安
を
和
ら
げ
る
こ
と

も
考
え
な
が
ら
医
療
を
続
け

て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な

る
」
と
し
、
そ
の
実
践
を
求

め
た
。

続
い
て
、
道
永
麻
里
常
任

理
事
か
ら
同
特
別
教
授
に
花

束
が
贈
呈
さ
れ
た
。

特
別
講
演
を
聴
講
し
て
い

た
小
泉
進
次
郎
自
由
民
主
党

厚
生
労
働
部
会
長
は
、
受
賞

者
と
そ
の
家
族
へ
の
祝
意
を

述
べ
る
と
と
も
に
、
「
21
世

紀
は
、
が
ん
を
不
安
に
思
わ

ず
に
済
む
新
し
い
医
療
の
時

代
に
突
入
す
る
と
い
う
希
望

あ
る
話
を
聴
く
こ
と
が
で

き
、
厚
生
労
働
部
会
長
と
し

て
、
人
生
１
０
０
年
時
代
の

あ
る
べ
き
社
会
保
障
を
確
立

す
る
た
め
の
か
じ
取
り
を
し

て
い
く
決
意
を
新
た
に
し

た
」
と
述
べ
、
支
援
と
理
解

を
求
め
た
。

引
き
続
き
、
日
本
医
師
会

医
学
賞
受
賞
者
に
よ
る
「
脳

機
能
を
支
え
る
シ
ナ
プ
ス
の

機
能
発
達
、
可
塑
性
お
よ
び

伝
達
修
飾
の
研
究
」
（
狩
野

方
伸
東
京
大
学
大
学
院
医
学

系
研
究
科
教
授
）
、「
大
規
模

コ
ホ
ー
ト
研
究
の
推
進
と
日

本
人
の
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ

い
た
が
ん
予
防
法
の
提
言
」

（
津
金
昌
一
郎
国
立
が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
社
会
と
健
康
研

究
セ
ン
タ
ー
長
）
、「
緩
徐
進

行
１
型
糖
尿
病(

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｄ

Ｄ
Ｍ)

の
成
因
、
診
断
、
お

よ
び
発
症
・
進
展
阻
止
治
療

に
関
す
る
研
究
」
（
小
林
哲

郎
冲
中
記
念
成
人
病
研
究
所

長
）
の
３
講
演
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
門
田
守
人
日
本
医

学
会
長
か
ら
は
、
日
本
医
師

会
医
学
研
究
奨
励
賞
を
受
賞

し
た
15
名
の
研
究
概
要
の
紹

介
が
あ
り
、
大
会
は
終
了
と

な
っ
た
。

な
お
、
白
寿
会
員
62
名
、

米
寿
会
員
８
８
５
名
の
慶
祝

者
に
は
、
更
な
る
長
寿
を
祈

念
し
て
、
後
日
、
銀
盃
が
贈

呈
さ
れ
た
。

記
念
式
典
に
は
、
堀
憲
郎

日
本
歯
科
医
師
会
長
、
山
本

信
夫
日
本
薬
剤
師
会
長
の
他
、

レ
オ
ニ
ー
ド
・
エ
イ
デ
ル
マ

ン
世
界
医
師
会
長
、
ラ
ビ
ン

ド
ラ
ン
・
ナ
イ
デ
ュ 

ア
ジ

ア
大
洋
州
医
師
会
連
合
会
長

ら
、
海
外
か
ら
も
多
く
の
来

賓
が
出
席
し
、
小
玉
弘
之
常

任
理
事
の
司
会
で
開
会
し
た
。

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
横
倉
義
武
会
長
は
、
ま
ず
、

10
月
に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
た
世
界
医
師
会
（
Ｗ

Ｍ
Ａ
）
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
総
会

に
お
い
て
、
世
界
医
師
会
長

の
任
期
を
終
え
た
こ
と
を
報

告
。
「
会
員
の
皆
様
か
ら
の

支
援
の
下
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
さ
せ
て
頂
い
た
。
ま

た
、
本
日
、
後
任
と
し
て
世

界
医
師
会
長
に
就
任
さ
れ
た

エ
イ
デ
ル
マ
ン 

イ
ス
ラ
エ

ル
医
師
会
前
会
長
を
始
め
海

外
の
医
師
会
等
か
ら
も
多
く

の
皆
様
に
ご
臨
席
頂
き
、
感

謝
申
し
上
げ
る
」
と
謝
辞
を

述
べ
た
。

ま
た
、
最
高
優
功
賞
を
受

賞
し
た
本
庶
特
別
教
授
が
２

０
１
８
年
の
ノ
ー
ベ
ル
医

学
・
生
理
学
賞
を
受
賞
す
る

こ
と
に
も
触
れ
、
「
日
医
と

し
て
も
大
変
誇
ら
し
い
こ
と

で
あ
る
」
と
し
た
。

そ
の
上
で
横
倉
会
長
は
、

「
全
国
の
医
師
会
組
織
は
重

要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
医

療
は
社
会
的
共
通
資
本
で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
強
く
認
識

し
、
医
療
界
を
挙
げ
て
自
ら

変
革
に
取
り
組
み
、
未
来
に

対
す
る
責
任
を
果
た
し
て
い

く
」
と
の
覚
悟
を
示
す
と
と

も
に
、
受
賞
者
の
功
績
に
敬

意
を
表
し
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
ま

ず
根
本
匠
厚
生
労
働
大
臣

会場の受賞者

表彰される本庶特別教授
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■■■■■■■■
「
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

 

マ
ラ
ソ
ン
競
技
の
ス
タ
ー
ト
時
刻

  

１
時
間
半
繰
り
上
げ
に
関
す
る

要
望
」
を
提
出

10
月
31
日

■■■■■■■■

在
外
日
本
人
医
師
向
け
支
援
サ
ー
ビ
ス

 

日
本
医
師
会
ワ
ー
ル
ド
メ
ン
バ
ー
ズ

  

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｊ
Ｍ
Ａ
─
Ｗ
Ｍ
Ｎ
）を

立
ち
上
げ

長
島
公
之
常
任
理
事
は
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織

委
員
会
に
提
出
し
た
「
２
０

２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク　

マ
ラ
ソ
ン
競
技
の
ス
タ
ー
ト

時
刻
１
時
間
半
繰
り
上
げ
に

関
す
る
要
望
」
の
内
容
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

同
常
任
理
事
は
ま
ず
、
10

月
29
日
、横
倉
義
武
会
長
が
、

尾
﨑
治
夫
東
京
都
医
師
会
長

と
共
に
森
喜
朗
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
組
織
委
員
会
長
ら

と
会
談
し
、
選
手
、
大
会
関

係
者
並
び
に
観
客
の
熱
中
症

の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め

に
も
、
マ
ラ
ソ
ン
競
技
の
ス

タ
ー
ト
時
刻
を
実
施
予
定
で

あ
る
午
前
７
時
か
ら
午
前
５

時
半
に
繰
り
上
げ
る
こ
と
を

求
め
た
他
、
競
歩
や
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
に
お
け
る
熱

中
症
対
策
に
つ
い
て
も
要
望

し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

ま
た
、
会
談
に
は
、
松
本

孝
朗
中
京
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科

学
部
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科

教
授
も
同
席
し
、
自
ら
の
研

究
デ
ー
タ
を
基
に
、
①
現
在

予
定
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、

マ
ラ
ソ
ン
が
７
時
に
ス
タ
ー

ト
し
た
場
合
、
暑
さ
指
数
に

小
玉
弘
之
常
任
理
事
は
、

海
外
で
活
躍
す
る
日
本
人
医

師
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め

の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
「
日

本
医
師
会
ワ
ー
ル
ド
メ
ン
バ

ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ｍ

Ａ
─

Ｗ
Ｍ
Ｎ
）
」
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
を
報
告
し
、
そ
の
概

要
を
説
明
し
た
（
左
図
参

照
）。同

サ
ー
ビ
ス
は
、
横
倉
義

武
会
長
が
世
界
医
師
会
長
と

■■■■■■■■
『
日
本
の
医
療
の

  

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
３
０
』の

概
要
版
が
完
成

横
倉
義
武
会
長
は
、
第
１

４
３
回
日
本
医
師
会
臨
時
代

議
員
会
（
６
月
24
日
開
催
）

の
所
信
表
明
（
本
紙
第
１
３

６
５
号
既
報
）
で
も
、
日
医

が
日
本
医
師
会
総
合
政
策
研

究
機
構
を
中
心
と
し
て
、
新

た
な
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

作
成
を
進
め
て
い
る
こ
と
に

触
れ
て
い
た
が
、
そ
の
『
日

本
の
医
療
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
２
０
３
０
』（
以
下
、『
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
３

０
』
）
の
概
要
版
が
完
成
し

た
と
し
て
報
告
し
た
。

初
め
に
同
会
長
は
、
頻
繁

に
起
こ
る
自
然
災
害
や
社
会

の
急
激
な
変
容
の
中
で
、「
一

人
ひ
と
り
の
生
命
と
尊
厳
を

守
っ
て
い
け
る
社
会
で
あ
り

得
る
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
、

人
類
全
体
に
と
っ
て
ま
す
ま

す
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い

る
と
指
摘
。
特
に
、
人
の
命

に
深
く
関
わ
る
医
療
の
役

割
、
医
療
へ
の
期
待
は
大
き

い
と
し
た
。

そ
の
上
で
、
一
人
ひ
と
り

の
生
命
と
尊
厳
を
守
り
続
け

ら
れ
る
よ
う
な
社
会
に
お
い

て
、
医
療
が
い
か
な
る
使
命

を
果
た
す
べ
き
か
、
医
療
の

あ
る
べ
き
姿
と
は
何
か
を
示

す
た
め
に
『
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
２
０
３
０
』
を
制
作
し

た
と
、
そ
の
経
緯
を
説
明
し

た
。

『
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
２

０
３
０
』
は
、
「
第
１
部
あ

る
べ
き
医
療
の
姿
」
「
第
２

部
現
状
の
検
証
」
「
第
３
部

日
本
医
師
会
Ｇ
Ｄ
２
０
３
０

へ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

の
３
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

第
１
部
は
人
類
の
あ
り

方
、
医
療
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か

ら
、
現
在
の
日
本
の
あ
る
べ

き
医
療
の
姿
を
描
く
と
と
も

に
、
第
２
部
は
現
状
の
医
療

の
認
識
及
び
課
題
の
抽
出
も

含
ま
れ
て
い
る
。

更
に
、
第
３
部
で
は
、
第

１
部
、
第
２
部
を
踏
ま
え
、

あ
る
べ
き
医
療
の
姿
を
実
現

す
る
た
め
に
、
日
医
が
何
を

し
て
い
く
の
か
と
い
う
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
提
示
。
こ

れ
は
、
広
義
で
は
、
人
類
の

生
存
環
境
の
変
化
、
狭
義
で

は
、
所
得
、
経
済
、
高
齢
化

な
ど
の
社
会
変
化
や
医
療
供

給
体
制
の
劣
化
な
ど
に
対
応

し
つ
つ
、
医
療
者
と
社
会
の

成
員
が
、
医
療
に
課
せ
ら
れ

た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
果
た
し
、

あ
る
べ
き
医
療
の
姿
を
実
現

す
る
こ
と
で
「
ヒ
ト
」
を
守

り
、
人
類
が
「
ヒ
ト
」
と
し

て
生
き
て
い
け
る
環
境
を
つ

く
っ
て
い
く
た
め
の
提
言
と

な
っ
て
い
る
。

同
会
長
は
、
「
『
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
２
０
３
０
』
で
取

り
上
げ
ら
れ
る
項
目
は
、
必

ず
し
も
全
て
の
問
題
を
網
羅

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

完
成
後
も
必
要
に
応
じ
、
あ

る
べ
き
姿
や
行
動
計
画
の
部

分
に
新
た
な
項
目
を
付
け
加

え
る
こ
と
も
あ
り
得
る
」
と

し
、
進
化
の
可
能
性
を
内
包

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ

し
て
各
国
を
歴
訪
し
た
際

に
、
海
外
で
活
躍
す
る
日
本

人
医
師
の
方
々
か
ら
、
最
新

の
医
学
知
識
や
日
本
の
医

療
・
医
師
会
活
動
に
関
す
る

情
報
を
入
手
し
た
い
と
い
う

要
望
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た

こ
と
を
受
け
て
開
始
す
る
も

の
で
あ
る
。

具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
は
、
日
医
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
に
「
Ｊ
Ｍ
Ａ
─

Ｗ
Ｍ
Ｎ
」

専
用
ペ
ー
ジ
を
設
置
し
、
本

サ
ー
ビ
ス
の
運
営
に
協
力
し

て
も
ら
う
各
日
本
人
医
師
会

（
サ
ー
ビ
ス
開
始
当
初
は
２

団
体
を
予
定
）
を
通
し
て
Ｉ

Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
取
得
し

た
同
医
師
会
員
が
、
日
医
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
全
て
の
情

報
に
無
料
で
ア
ク
セ
ス
で
き

る
こ
と
に
な
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
開
始
時
期
は

今
年
度
中
を
予
定
し
て
お

り
、
日
本
人
医
師
会
の
拡
充

に
向
け
た
検
討
も
行
っ
て
い

く
。同

常
任
理
事
は
、
「
本
サ

ー
ビ
ス
の
運
営
を
通
じ
て
、

各
日
本
人
医
師
会
と
の
関
係

の
深
化
を
図
り
、
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ヘ
ル
ス
を
主
軸
と
し
た

日
医
の
国
際
活
動
の
一
層
の

推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
、
本
サ
ー
ビ
ス
の
効

果
に
期
待
感
を
示
し
た
。

応
じ
た
注
意
事
項
等
で
は
、

コ
ー
ス
の
ほ
と
ん
ど
の
区
間

で
「
厳
重
警
戒
」
レ
ベ
ル
を

超
え
る
②
競
歩
に
お
い
て
も

日
差
し
を
遮
る
建
物
等
が
ほ

と
ん
ど
な
い
コ
ー
ス
と
な

り
、
選
手
ば
か
り
で
な
く
、

関
係
者
や
観
客
の
熱
中
症
の

危
険
性
が
高
く
な
る

─
こ

と
を
指
摘
し
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

そ
の
上
で
、
同
常
任
理
事

は
、
「
熱
中
症
に
よ
る
救
急

出
動
の
要
請
が
急
増
し
た
場

合
に
、
医
療
機
関
や
一
般
患

者
の
診
療
に
対
し
て
影
響
が

及
ぶ
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
」

と
し
て
、
熱
中
症
対
策
の
重

要
性
を
訴
え
る
と
と
も
に
、

今
回
の
要
望
に
対
す
る
理
解

を
求
め
た
。

な
お
、
今
後
、
桜
田
義
孝

五
輪
担
当
大
臣
及
び
小
池
百

合
子
東
京
都
知
事
へ
も
同
様

の
趣
旨
の
要
望
を
提
出
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

・・・

日本医師会
欧州日本人医師会
米国日本人医師会

ID・パスワードの伝達
サイト運営

（充実）

アクセス

各会員

こうした枠組みの中で、在外日本人医師らによる団体との連携を強化し、
グローバル・ヘルスを主軸とした日本医師会の国際活動を一層推進していく

図　JMA─WMNのイメージ

最新の医学知識や
日本の医療・医師会
活動に関する情報

日医HP内JMA-WMN
専用ページ

団体ごとにID・
パスワード発行

会員名簿の提出

情報交換・共有

　ニュースポータルサイト「日医on-line」では、定例記者会見の映像等、さま
ざまな情報をご覧頂けるようになっています。
　ぜひご活用下さい。

http://www.med.or.jp/nichiionline/

と
を
示
唆
し
た
。

そ
の
上
で
、
現
在
、
第
１

部
の
総
論
と
構
成
、
第
２
部

の
構
成
は
完
成
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
項
目
に
関
す
る
文
章
を

作
成
中
で
あ
り
、
第
３
部
の

行
動
計
画
の
概
要
は
来
年
１

月
末
、
全
て
が
完
成
す
る
の

は
３
月
末
に
な
る
予
定
と

し
、
完
成
し
た
際
に
は
、
改

め
て
記
者
会
見
等
で
説
明
す

る
考
え
を
示
し
た
。
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横
倉
義
武
会
長
は
世
界
医

師
会
（
Ｗ
Ｍ
Ａ
）
へ
の
招
待
に

応
じ
、
10
月
25
、
26
の
両
日

に
わ
た
り
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

共
和
国
の
首
都
ア
ス
タ
ナ
で

開
催
さ
れ
た
同
国
保
健
省
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
が

主
催
す
る
「
プ
ラ
イ
マ
リ
・

ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
（
Ｐ
Ｈ

Ｃ
）
に
関
す
る
国
際
会

議
」
に
、
Ｗ
Ｍ
Ａ
前
会

長
と
し
て
出
席
し
た
。

Ｗ
Ｍ
Ａ
か
ら
は
他

に
、
レ
オ
ニ
ー
ド
・
エ
イ

デ
ル
マ
ン
会
長
、
オ
ト

マ
ー
・
ク
ロ
イ
バ
ー
事

務
総
長
が
出
席
し
た
。

本
会
議
は
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ

バ
レ
ッ
ジ
及
び
持
続
可

横
倉
義
武
会
長
は
中
国
医

師
会
よ
り
招
待
を
受
け
、
中

国
の
杭
州
で
10
月
19
、
20
日

の
両
日
に
開
催
さ
れ
た
「
２

０
１
８
世
界
健
康
大
会
」
に

出
席
し
た
。

府
代
表
、
保
健
医
療
関
連
国

際
機
関
、
団
体
、
ア
カ
デ
ミ

ア
、
市
民
社
会
代
表
ら
約
２

０
０
０
名
が
参
加
し
た
。

会
議
の
冒
頭
に
は
、
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
共
和
国
の
ヌ
ル
ス

ル
タ
ン
・
ナ
ザ
ル
バ
エ
フ
大

統
領
か
ら
ビ
デ
オ
に
よ
る
祝

辞
が
寄
せ
ら
れ
た
他
、
イ
エ

ル
ジ
ャ
ン
・
ビ
ル
タ
ノ
フ
同

国
保
健
大
臣
、
ヘ
ン
リ
エ
ッ

タ
・
フ
ォ
ア
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ

事
務
局
長
、
ス
ザ
ン
ナ
・
ヤ

コ
ブ
Ｗ
Ｈ
Ｏ
欧
州
地
域
事
務

局
長
が
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

政
府
ハ
イ
レ
ベ
ル
全
体
会

議
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
に
は
、
テ
ド
ロ
ス
・
ア

ダ
ノ
ム
・
ゲ
ブ
レ
イ
エ
ス
ス

Ｗ
Ｈ
Ｏ
事
務
局
長
が
参
加
し

た
他
、
閣
僚
級
セ
ッ
シ
ョ
ン

に
は
、
山
本
尚
子
Ｗ
Ｈ
Ｏ
事

務
局
長
補
、
日
本
か
ら
は
厚

生
労
働
省
の
池
田
千
絵
子
総

括
審
議
官
が
出
席
し
た
。

本
会
議
の
成
果
物
と
し

っ
た
「
多
分
野
の
状
況
に
お

い
て
人
々
の
健
康
ニ
ー
ズ
に

効
果
的
に
対
応
す
る
た
め
、

医
療
従
事
者
及
び
第
一
次
医

療
で
働
く
他
の
医
療
従
事
者

に
適
切
な
業
務
と
報
酬
を
創

出
す
る
」
と
の
一
文
が
明
記

さ
れ
た
。

ま
た
、
横
倉
会
長
は
、
24

日
に
は
川
端
一
郎
在
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
共
和
国
日
本
国
特
命

全
権
大
使
の
招
待
を
受
け
、

公
邸
に
お
け
る
夕
食
会
に
参

加
し
た
。

夕
食
会
に
は
、
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
医
師
会
の
ア
イ
ジ
ャ

ン
・
サ
デ
ィ
ゴ
ヴ
ァ
会
長
、

セ
リ
ク
・
イ
ブ
ラ
エ
フ
事
務

局
長
も
出
席
し
、
サ
デ
ィ
コ

ヴ
ァ
会
長
か
ら
は
横
倉
会
長

に
Ｗ
Ｍ
Ａ
の
活
動
を
通
じ
た

支
援
へ
の
感
謝
が
述
べ
ら
れ

た
他
、
同
国
内
に
お
け
る
医

師
会
活
動
に
対
す
る
更
な
る

支
援
が
求
め
ら
れ
た
。

翌
27
日
に
は
、
大
統
領
府

病
院
を
訪
問
。
病
院
概
要
の

説
明
を
受
け
、内
視
鏡
設
備
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設

等
を
視
察
し
た
。

能
な
開
発
目
標
の
達
成
に
向

け
、
１
９
７
８
年
９
月
に
ソ

ビ
エ
ト
連
邦
（
当
時
）
の
ア

ル
マ
・
ア
タ
で
採
択
さ
れ
た

Ｐ
Ｈ
Ｃ
に
関
す
る
「
ア
ル

マ
・
ア
タ
宣
言
」
の
40
周
年

を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
も

の
で
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
加
盟
各
国
政

て
、
Ｐ
Ｈ
Ｃ
に
関
す
る
新
た

な
国
際
宣
言
と
な
る
「
ア
ス

タ
ナ
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
。

宣
言
に
は
健
康
の
た
め
の

人
的
資
源
の
項
目
で
、
当
初

案
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
か

第
２
回
目
と
な
る

本
大
会
は
、
人
類
の

健
康
と
将
来
の
発
展

を
テ
ー
マ
と
し
、
持

続
可
能
な
人
間
開
発

及
び
社
会
開
発
に
お

け
る
健
康
の
価
値
に

焦
点
を
当
て
、
グ
ロ

ー
バ
ル
・
ヘ
ル
ス
ケ

ア
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

確
立
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
参

加
者
は
10
カ
国
及
び

国
内
医
師
会
、
学
会

関
係
者
約
２
０
０
０

名
で
あ
っ
た
。

横
倉
会
長
は
、
19

日
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

で
日
医
会
長
、
世
界

医
師
会
前
会
長
と
し

て
海
外
参
加
者
を
代

表
し
て
あ
い
さ
つ
を

行
い
、
本
大
会
主
催

者
で
あ
る
中
国
医
師

会
ケ
ク
イ
ン
・
ラ
オ

副
会
長
に
謝
辞
を
述

べ
る
と
と
も
に
、
高

齢
社
会
に
お
け
る
医

療
制
度
の
持
続
性
確

保
に
向
け
た
日
本
の

健
康
寿
命
の
延
伸
の
た
め
の

取
り
組
み
を
紹
介
。
こ
れ
ま

で
社
会
に
支
え
ら
れ
る
側
で

あ
っ
た
65
歳

か
ら
74
歳
ま

で
の
高
齢
者

を
、
社
会
を

支
え
る
側
に

す
る
と
の
構

想

を

説

明

し
、
健
康
長

寿
を
享
受
で

き
る
社
会
の

実
現
を
目
指

し
て
い
く
決

意

を

示

し

た
。ま

た
、
20

日
に
は
北
京

に
移
動
し
、

中
日
友
好
病

院
の
招
待
に

よ
る
「
中
日
・

医
学
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に

出
席
し
た
。

当
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
中
日

友
好
病
院
開
院
34
周
年
、
中

日
平
和
友
好
条
約
締
結
40
周

年
記
念
と
し
て
開
催
さ
れ
た

も
の
で
、
午
前
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
「
病
院
医
療
の
質

と
安
全
管
理
」を
テ
ー
マ
に
、

孫
陽
中
日
友
好
病
院
長
他
、

日
中
の
医
師
に
よ
る
講
演
が

行
わ
れ
た
。

横
倉
会
長
は
、
「
日
本
の

医
療
と
医
師
会
、
中
国
と
の

医
療
・
医
学
連
携
」
と
題
し

た
講
演
の
中
で
、
「
中
日
友

好
病
院
、
日
中
医
学
協
会
、

そ
し
て
中
国
医
師
会
と
の
協

力
、
連
携
を
通
じ
て
今
後
、

両
国
の
医
療
・
医
学
連
携
を

更
に
深
め
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

午
後
か
ら
は
、
看
護
、
リ

ハ
ビ
リ
、
医
薬
、
歯
科
の
セ

ッ
シ
ョ
ン
が
並
行
し
て
行
わ

れ
た
。
参
加
者
は
、
医
師
、

医
療
従
事
者
等
約
４
０
０
名

で
あ
っ
た
。

新
た
な
Ｐ
Ｈ
Ｃ
に
関
す
る
国
際
宣
言
と
し
て

                   

「
ア
ス
タ
ナ
宣
言
」が
採
択
さ
れ
る

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
に
関
す
る
国
際
会
議

「2018 世界健康大会」並びに
            「中日・医学交流フォーラム」に出席

横倉会長

「アスタナ宣言」のパネルを持つ国際医学生連盟代表と

カザフスタンのビルタノフ保健大臣と

中日友好病院 孫陽院長（左から4人目）、劉鵬副院長（右端）らと



日 医 ニ ュ ー ス 第1373号（4）平成30年11月20日〔第3種郵便物認可〕

　日本医師会最高優功賞のうち、都道府県医師会長推薦によ
る「医学、医術の研究又は地域における医療活動により、医学、
医療の発展又は社会福祉の向上に貢献し、特に功績顕著なる
功労者」と、その受賞理由を紹介する。

郷土医史学の研究に貢献した功労者
地域住民の医療確保と健康管理に尽力する一方、明治
期以前の蝦夷地の医家について40数年にわたり史料を
調査、研究し「蝦夷地醫家人名字彙」を自費出版した。
また、昭和61年には札幌医史学研究会を設立。その後、
平成5年には北海道医史学研究会を立ち上げ、代表幹事
として、後進の指導的役割を担い医史学の普及に努める
とともに、現在も医史学研究の第一人者として文筆活動
を続けている。島田 保久 先生

（86歳　北海道）

医師会事業及びがん検診の推進に貢献した功労者
姫路市医師会において、全国に先駆けた地域医療情報
ネットワークシステムの構築とともに、住民検診システ
ムの確立や胃がん個別検診を始めとした検査検診事業全
般の整備に尽力し、受診率及び精度の向上に多大な成果
を挙げた。
また、公衆衛生の普及充実と地域保健の向上に努め、
病診・病病の機能連携と市民向けの情報開示システムの
推進の他、救急医療体制の再整備など、地域医療活動の
推進にも大きく寄与した。

大田 研治 先生
（76歳　兵庫県）

医師会活動を通じて地域医療の発展に貢献した功労者
現川口市医師会の役員を歴任中、新型インフルエンザ
対策として非常事態発生時における医師会の行動計画を
立てるなど、地域住民に充実した医療提供を行う環境整
備に努めた。
また、埼玉県医師会の常任理事として、会員医療機関
の安定経営と改善のために税制問題に関する研修会の開
催や、『埼玉県医師会誌』「埼医FAXニュース」の編集・
発行に携わるとともに、公式ホームぺージの運営・管理
等、会員や県民への情報伝達・啓発に尽力した。

篠田 仲正 先生
（71歳　埼玉県）

がん検診の推進及び医師会組織強化に貢献した功労者
秋田県の全医療機関を対象に5年間にわたり、がん検
診受診の追跡調査・実態調査を実施した他、地域がん登
録事業のフローチャートによる新たな事業実施形態を秋
田県に進言し、現在、そのスキルが全検診事業に生かさ
れている。
また、勤務医加入率の向上を目指した勤務医部会の設
立や、女性医師の勤務環境の整備を通じた医師全体の環
境改善のための会合等の開催により、秋田大学・秋田県・
秋田県医師会の連携を深め、組織強化に貢献した。

坂本 哲也 先生
（75歳　秋田県）

学校保健活動に著しく貢献した功労者
大学在任中から相模原市医師会において肥満対策に取
り組み、児童生徒肥満対策事業の立ち上げに貢献。副会
長就任時には、成長曲線を活用した事業や尿糖陽性者検
診（小児糖尿病早期発見）事業化など、学校検診体制の
構築に寄与した。
また、全小中学校において眼科校医、耳鼻科校医の配
置体制を実現した他、精神科等専門校医制度確立（地域
児童精神科医療学電話相談事業）に尽力した。大山 宜秀 先生

（72歳　神奈川県）

医師会事業及び学校保健活動に貢献した功労者
いわき市医師会の監事・理事・副会長を歴任し、医療
保健福祉の情報ネットワークの構築や医薬分業化等を推
奨するなど、30年余にわたり医師会運営と地域医療の
向上に多大な貢献をした。
また、昭和46年より中学校の学校医を務め、生徒の
突然死を発端に心電図検診の実施を市教育委員会に働き
掛けた他、「いわき方式」の心電図検診システムの構築
や学校検診の事後管理体制の整備等、児童・生徒の健康
増進に寄与した。

故 原 晋二 先生
（89歳　福島県）

脊椎・脊髄疾患及び認知症の研究に貢献した功労者
昭和50年度厚生省特定疾患後縦靱帯骨化症調査研究
班などさまざまな研究に参加し、脊椎靱帯骨化症全般の
実態を明らかにした他、変形性頸椎症に伴う新タイプの
筋萎縮症の存在を指摘し、臨床に新たな視点を与えた。
更に脊椎・脊髄疾患を対象に多くの関連各科との連携
システム化を図った研究体制の構築に尽力した。
また、認知症に関する多くの研究業績を挙げ、近畿・
東海北陸・甲信地方の認知症介護指導者の養成をするな
ど介護福祉の質の向上に貢献した。

柳 務 先生
（82歳　愛知県）

医療分野の情報化の推進に貢献した功労者
「いばらき安心ネット」の拡充とともに、県医師会と
8郡市医師会を結ぶテレビ会議システムの構築に尽力し
た。
また、平成27年には鹿行南部地域夜間初期救急セン
ターを開設するなど救急体制を確立するとともに、医師
会主導型の医療ADRとして「茨城県医療問題中立処理
委員会」を設置。平成26年に締結した「四師会による
災害時の医療救護活動に関する協定」を基に、翌年の関
東・東北豪雨の際には被災者支援に尽力した他、市町村
ごとに四師会を中心とした多職種連携システムづくりに
貢献した。

小松 満 先生
（72歳　茨城県）

地域医療・介護支援体制の充実に貢献した功労者
桑名医師会の役員を歴任中、経営が悪化していた桑名
市民病院を地域の病院と統合し、地方独立行政法人桑名
市総合医療センターとして立ち上げるとともに、「桑名
医師会立訪問看護ステーションえがお」を設立。
警察医として検死に携わる一方、桑名警察署の産業医
を務めた他、現在も桑名市認知症初期集中支援チーム員
として認知症の早期診断、早期対応に向けた支援体制の
構築のため活動を続けている。伊藤 勉 先生

（73歳　三重県）

医師会事業及び地域医療体制の構築に貢献した功労者
京都府医師会の理事就任時には、医師の学術研鑽の場
を設け、生涯教育システム及び府市民への医療提供体制
の充実に尽力した。
また、各病院間の連携の下、基本健診や乳がん検診に
おける検診医の調整、派遣協力を行うとともに、勤務医
の地域医療活動への参画に寄与した。更に指導医養成や
研修医への支援事業等に尽力した他、医療安全対策シス
テムの構築に努めるなど、地域住民へ安定的に医療を提
供するための体制構築に貢献した。

齋藤 信雄 先生
（75歳　京都府）

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課（
人
事
・
労
務
） 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）



（5）第1373号 日 医 ニ ュ ー ス 〔第3種郵便物認可〕平成30年11月20日

医師会事業及び救急医療体制の整備に貢献した功労者
長年にわたり脳神経外科医として地域住民の健康保持
増進に寄与。橿原地区医師会では、勤務医の相互連携や
医師会への加入率向上に取り組むなど、医師会の組織強
化に尽力した。奈良県医師会では、救急医療に関する諸
問題の情報共有に努め、勤務医、労災・自賠責保険の担
当理事として精力的に医師会活動に取り組んでいる。
また、自院においても年間1,500件を超える救急患者
を受け入れ、地域の救急医療体制の向上と確保に貢献し
ている。

青山 信房 先生
（81歳　奈良県）

介護・高齢者福祉の推進に貢献した功労者
介護老人保健施設を開設後、今治市からの委託を受け、
在宅介護支援センター及びホームヘルプサービス事業を
開始した他、今治市初の老人訪問看護ステーションや特
別養護老人ホームを開設するなど地域の保健・医療・福
祉の連携と充実を図ってきた。
また、愛媛県老人保健施設協議会会長・全国老人保健
施設協会愛媛県支部長として、老健施設の定着と発展に
努めるとともに、愛媛県老人福祉計画の策定に参画する
など、介護事業の発展に貢献した。

吉野 俊昭 先生
（83歳　愛媛県）

へき地医療活動に著しく貢献した功労者
厳しい医療環境の中、地域住民の健康を守るための予
防活動並びに医療サービスの維持・向上など、へき地診
療に寄与するとともに、総合病院との連携を密にするこ
とで、高度医療サービスの提供を目的とした病診連携を
構築し、地域医療の充実、発展に尽力した。
また、多年にわたり、幼稚園の園医や小・中学校の校
医を務める一方、仁多郡医師会、雲南医師会及び島根県
医師会の役員等として会務に参画し、医学・医術の振興
にも貢献した。

井上 晃 先生
（83歳　島根県）

医学の発展及び地域医療の向上に貢献した功労者
『高知市医師会医学雑誌』の創刊以来、編集・発行に
尽力。「医師会は学術専門団体であり、会員の医学の知
識と技術の習得へ貢献しなければならない」という強い
信念の下、医学、医術の発展に寄与した。更に日医Lib
にも掲載する等、全国に向けた情報発信に努めた。
また、32年にわたり、医療活動を通じ地域住民の健
康管理、保健衛生の向上に携わるとともに、市民・県民
向けのフォーラムを開催する等、住民の健康の保持・増
進の意識の向上に貢献した。

猿田 隆夫 先生
（76歳　高知県）

医の倫理の実践及び救急・災害医療に貢献した功労者
「医療苦情相談窓口」を全国に先駆けて開設するとと
もに、医の倫理の向上、医事紛争防止への強化策として、
広島県医師会独自の診療情報の提供に関する事業の推進
に尽力した。
また、救急救命士が活用する各種プロトコル、検証票、
教育カリキュラムの作成やメディカルコントロール担当
医師に対する養成事業など先駆的な取り組みの他、災害
発生時における情報伝達体系の整備を行う等、災害時の
医療救護体制の構築にも多大な貢献をした。

真田 幸三 先生
（87歳　広島県）

地域医療・介護支援体制の充実に貢献した功労者
福岡市中央区医師会長、福岡県医師会理事、福岡市医
師会長を歴任。福岡県医師会では、医療モニター「メデ
ィペチャ」を企画し、医師と患者の相互理解の深化に尽
力した。
福岡市医師会では、地域連携パス（脳血管障害・大腿
骨頸部骨折）を策定した他、市内の地域包括支援センタ
ーの半数を医師会が受託し、その事業運営に寄与した。
また、泌尿器科診療医として介護職員への講習や市民
公開講座を開催する等、排泄ケアの知識・技術の普及啓
発に貢献した。

宮㟢 良春 先生
（70歳　福岡県）

医学の発展及び地域医療体制の充実に貢献した功労者
山口大学で国立大学初の先進救急医療センターの設置
や救急外来の新設等に取り組んだ他、山口県立中央病院
院長就任時には、へき地支援機構を設置する等、医療環
境の改善、地域福祉の向上に努めるとともに、セカンド・
オピニオン外来や患者等からの無料メール相談の開設や
看護職員等の養成にも尽力した。
また、「自分の体は自分で護る」をキーワードに、講
演活動や地方紙を通じ、地域住民の疾病予防、健康増進
等、公衆衛生の向上にも貢献した。

江里 健輔 先生
（79歳　山口県）

医師会事業及び救急医療体制の整備に貢献した功労者
12年にわたり鹿児島県医師会の役員を歴任。「医師の
心得」を作成し、会員の資質向上に努めるとともに、医
療安全対策研修会による医療機関の安全管理の確保等、
医療・保健・福祉の発展に寄与した。
また、川内市医師会役員として、医師会病院の建て替
えに携わり、病院の健全な経営及び発展に尽力した他、
救急輪番医療機関の医師が相談する緊急電話連絡体制や
「川内市医師会災害医療救護計画」の整備などにも貢献
した。

江畑 浩之 先生
（70歳　鹿児島県）

医師会事業及び学校保健活動に貢献した功労者
板野郡医師会員の功績を称える表彰規程の策定や会員
向けの情報提供・勉強会の開催等、会員の融和と団結に
努めるとともに、徳島県補助事業「在宅医療連携拠点事
業」への参画、板野郡5町の委託事業「在宅医療・介護
連携事業」の受託など、在宅医療の推進に尽力した。
また、臨床医として地域医療を支えながら、昭和62
年から現在にわたり、小学校の学校医として、学校保健
活動を通じた児童・生徒の健康管理の向上に寄与してい
る。

有住 基彦 先生
（76歳　徳島県）

医師会事業及び学校保健活動に貢献した功労者
那覇市医師会の理事、常任理事、副会長、監事を務め
る中で、医師会事業の発展強化に尽力した。
那覇看護専門学校の新築移転及び正看護師2年課程の
新設に携わるだけでなく、教職員の能力向上のための研
修会、講演会を行うなど、看護教育に大きな功績を残した。
また、29年の長きにわたり、中学校の学校医として
生徒の健康管理、健康教育並びに疾病予防に努め、現在
でも定期学校健診に従事する等、地域において活躍して
いる。

岸本 幸治 先生
（84歳　沖縄県）
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日本医師会最高優功賞
◇在任6年日本医師会役員
今村　定臣（長　崎）（12年）
鈴木　邦彦（茨　城）（8年）
◇通算6年日本医師会役員及び都道府県医師
会長
尾㟢　治夫（東　京）
◇在任6年都道府県医師会長
馬瀬　大助（富　山）
◇医学、医術の研究又は地域における医療活
動により、医学、医療の発展又は社会福祉
の向上に貢献し、特に功績顕著なる功労者
（都道府県医師会長推薦）
●郷土医史学の研究に貢献した功労者
島田　保久（北海道）

● がん検診の推進及び医師会組織強化に貢献
した功労者
坂本　哲也（秋　田）

● 医師会事業及び学校保健活動に貢献した功
労者
故・原　　晋二（福　島）

● 医療分野の情報化の推進に貢献した功労者
小松　　満（茨　城）

● 医師会活動を通じて地域医療の発展に貢献
した功労者
篠田　仲正（埼　玉）

● 学校保健活動に著しく貢献した功労者
大山　宜秀（神奈川）

● 脊椎・脊髄疾患及び認知症の研究に貢献し
た功労者
柳　　　務（愛　知）

● 地域医療・介護支援体制の充実に貢献した
功労者
伊藤　　勉（三　重）

● 医師会事業及び地域医療体制の構築に貢献
した功労者
齋藤　信雄（京　都）

● 医師会事業及びがん検診の推進に貢献した

功労者
大田　研治（兵　庫）

● 医師会事業及び救急医療体制の整備に貢献
した功労者
青山　信房（奈　良）

● へき地医療活動に著しく貢献した功労者
井上　　晃（島　根）

● 医の倫理の実践及び救急・災害医療に貢献
した功労者
真田　幸三（広　島）

● 医学の発展及び地域医療体制の充実に貢献
した功労者
江里　健輔（山　口）

● 医師会事業及び学校保健活動に貢献した功
労者
有住　基彦（徳　島）

● 介護・高齢者福祉の推進に貢献した功労者
吉野　俊昭（愛　媛）

● 医学の発展及び地域医療の向上に貢献した
功労者
猿田　隆夫（高　知）

● 地域医療・介護支援体制の充実に貢献した
功労者
宮㟢　良春（福　岡）

● 医師会事業及び救急医療体制の整備に貢献
した功労者
江畑　浩之（鹿児島）

● 医師会事業及び学校保健活動に貢献した功
労者
岸本　幸治（沖　縄）

◇日本医師会会長特別表彰者
●新しいがん免疫療法原理を確立するととも
にその医療への展開により人類の福祉に著
しく貢献した功労者
本庶　　佑（京　都）

日本医師会優功賞
◇在任10年日本医師会代議員
松家　治道（北海道）

◇在任10年日本医師会委員会委員
鹿毛　雄二（東　京）
田村　正雄（東　京）
温泉川　梅代（広　島）（11年）
◇都道府県医師会長退任者
德永　正靱（山　形）
田畑　陽一郎（千　葉）

日本医師会医学賞
● 脳機能を支えるシナプスの機能発達、可塑
性および伝達修飾の研究
狩野　方伸（東大・神経生理学）

● 大規模コホート研究の推進と日本人のエビ
デンスに基づいたがん予防法の提言
津金　昌一郎（国立がん研究センター社会
と健康研究センター）

● 緩徐進行1型糖尿病（SPIDDM）の成因、
診断、および発症・進展阻止治療に関する
研究
小林　哲郎（冲中記念成人病研究所）

日本医師会医学研究奨励賞
● 慢性炎症における肺線維化機構の解明と病
態制御基盤の構築
平原　　潔（千葉大・免疫発生学）

● 臓器間連携を介した新規心臓恒常性維持機
構の解明による新規診断・治療法の開発
藤生　克仁（東大・先進循環器病学）

● 健康長寿を目指したアンドロゲン受容体を
介する遺伝子発現制御機構の統合的同定解
析
髙山　賢一（東京都健康長寿医療センター
研究所）

● ヒト新生児が有する脳傷害後のニューロン
移動メカニズムの解明と再生促進の実現化
神農　英雄（名市大・新生児・小児医学）

● 大腸癌転移における炎症性サイトカインの
機能解析
谷口　浩二（慶大・微生物学・免疫学）

● シングルセルRNAseqを用いた角膜移植
における制御性T細胞の可塑性の解析
猪俣　武範（順天堂大・眼科学）

● 行動科学理論に基づく情報通信技術を活用
した健康格差是正手法の開発と効果検証
近藤　尚己（東大・健康教育・社会学）

● 災害医療情報の国内・国際標準化
久保　達彦（産業医大産業生態科学研究
所・環境疫学）

● 光曝露の健康影響：大規模前向きコホート
研究による検証
大林　賢史（奈良県立医大・疫学・予防医学）

● 細胞死からみたアレルギー性気道炎症の新
しい評価法の確立
植木　重治（秋田大・総合診療・検査診断学）

● 治療難治性癌に対する脂質メディエーター
標的治療の可能性の探索
永橋　昌幸（新潟大・消化器外科学）

● 「希少がん」骨軟部腫瘍のがんプレシジョ
ンメディシンデータベースに基づいた新規
治療法開発
末原　義之（順天堂大・整形外科学）

● 嗅上皮障害後の修復過程におけるインスリ
ンの役割の解明
菊田　　周（東大・耳鼻咽喉科学）

● 初期胚発生の遺伝子発現機構を介した胚性
の不妊症の病態解明と再生医療の開発
山田　満稔（慶大・産婦人科学）

● 皮膚線維化疾患におけるyRNAの関与の
研究
神人　正寿（和歌山医大・皮膚科学）

白寿会員
橋本　行夫（北海道）
	 他61名

米寿会員
大浦　武彦（北海道）
	 他884名
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「子どもは国の宝。次代を担う子どもたちの
     健やかな成長を願って
　　  ～学校医の果たす社会的意義～」をメインテーマに開催

平成30年度（第49回）全国学校保健・学校医大会

●日時：12月16日（日）12：00開場・12：30開演
●場所：日医会館1階大講堂
●入場料：無料（�ただし、当日、会場に募金箱を設置し、寄付を募る）
　※�寄せられた募金は、国境なき医師団日本（認定NPO法人）
及び難病の子どもや家族を支援する団体へ寄付を予定。

●申込方法：鑑賞希望者は、日医ホームページ（メンバーズル
ーム）から専用申込用紙をダウンロードするか、必要事項〔①
郵便番号②住所③氏名④参加人数⑤電話番号⑥FAX番号（FAX
で申し込みをする方のみ）〕を漏れなく記入の上、｢クリスマス・
チャリティコンサート鑑賞希望｣ と明記し、FAX、メール、郵
送のいずれかの方法により申し込み願いたい。
　申込者には順次、人数分の入場券（ハガキ）を送付する。
●申込締切：12月12日（水）必着
（ただし、希望者多数の場合は先着順とし、定員になり次第締め切る。）
【出演ユニット】合計7組　※出演順
前半＜ポピュラー部門＞3組

三野原 元澄（福岡県）
＆ So On（福岡県）
Liebe Parze（岐阜県）
後半＜クラシック部門＞4組

東京ドクターズカルテット（東京都）
奏歌 <SOUKa>（兵庫県）
OASIS（宮崎県）
小田原医師会合唱団（神奈川県）

【オープニング・アクト】
富士学苑中学高等学校 ジャズバンド部
～ Moon Inlet Sounds Orchestra～

【ゲスト演奏】新垣 隆（ピアニスト）
【司会】濱中 博久（元NHKアナウンサー）

●申し込み・問い合わせ先：
日医年金 ･ 税制課　クリスマス ･ チャリティコンサート係
＜電話＞�03-3942-6487（直）　平日9：30～ 17：00
＜ FAX ＞�03-3942-6503
＜メール＞�xmascc@po.med.or.jp
＜郵便＞�〒113-8621　東京都文京区本駒込2-28-16
※未就学児童の入場は、ご遠慮下さい。
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30
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（
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国
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催
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師
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当
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日
、
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医
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」
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イ
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テ
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、
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催
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、
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今
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長
、
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が
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。
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・
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３
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、
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催
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問
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健
や

か
な
成
長
・
発
達
の
た
め

に
～
考
え
よ
う
学
校
医
の

果
た
す
役
割
～
」

引
き
続
き
、
「
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
・
発
達
の
た
め
に
～
考

え
よ
う
学
校
医
の
果
た
す
役

割
～
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。

「
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
理
念
に
立
ち
か
え
り
、

改
め
て
学
校
医
の
役
割
を
考

え
る
」
と
題
し
て
基
調
講
演

を
行
っ
た
池
田
鹿
児
島
県
医

会
長
は
、
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
定
義
に
関
す
る
歴

史
的
経
緯
を
紹
介
。
改
善
の

た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
対
象

が
個
人
か
ら
社
会
環
境
等
に

変
化
し
て
い
る
と
し
た
他
、

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

る
」
と
い
う
認
識
を
得
る
た

め
の
教
育
の
必
要
性
も
強
調

し
た
。

そ
の
上
で
、
「
こ
れ
か
ら

の
学
校
医
は
、
従
来
の
『
学

校
健
診
』
『
健
康
相
談
』
に

加
え
、
『
健
康
教
育
』
に
更

に
力
を
注
ぐ
こ
と
を
求
め
ら

れ
る
」
と
述
べ
、
教
育
現
場

に
お
け
る
学
校
医
の
よ
り
一

層
の
関
与
を
求
め
た
。

４
人
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に

よ
る
発
表
で
は
、
ま
ず
、
松

﨑
美
枝
文
部
科
学
省
初
等
中

等
教
育
局
健
康
教
育
・
食
育

課
健
康
教
育
調
査
官
が
、
主

に
「
保
健
室
利
用
状
況
に
関

す
る
調
査
（
平
成
28
年
度
調

査
結
果
）
」
に
つ
い
て
、
養

護
教
諭
は
多
様
な
心
身
の
健

康
問
題
に
対
応
し
て
い
る
こ

と
な
ど
を
示
す
と
と
も
に
、

特
に
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
対

応
に
関
し
て
は
全
て
の
学
校

で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
た
。

ま
た
、
「
学
校
が
地
域
と

切
れ
目
の
な
い
連
携
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
『
誰
』

も
し
く
は
『
ど
こ
』
と
連
携

す
る
の
が
よ
い
か
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
」
と
の
認
識

を
示
し
た
。

田
代
達
也
姶あ

い

ら良
地
区
医
師

会
学
校
・
母
子
保
健
統
括
副

会
長
は
、
医
療
関
係
者
が
学

校
を
訪
問
し
、学
校
関
係
者
、

児
童
生
徒
、
保
護
者
が
一
体

と
な
り
、
種
々
の
体
験
を
通

じ
、
健
康
に
つ
い
て
考
え
、

学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

姶
良
地
区
内
で
実
施
し
て
い

る
「
親
子
で
体
験
健
康
教
室
」

に
つ
い
て
解
説
。

①
こ
こ
ろ
②
栄
養
③
小
児

生
活
習
慣
病
④
手
洗
い
・
う

が
い
⑤
た
ば
こ
⑥
歯
科
⑦
超

音
波
・
放
射
線

─
に
つ
い

て
学
習
し
て
も
ら
う
中
で
、

一
定
の
評
価
を
得
ら
れ
て
い

る
と
す
る
一
方
、
長
期
間
講

義
内
容
に
大
き
な
変
化
が
な

い
こ
と
や
開
催
後
の
フ
ォ
ロ

ー
等
が
課
題
と
の
認
識
を
示

し
た
。

増
田
彰
則
医
療
法
人
増
田

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
や
自
身
の
診
療

経
験
を
基
に
「
子
ど
も
達
の

睡
眠
不
足
と
メ
デ
ィ
ア
漬
け

対
策
」に
つ
い
て
解
説
し
た
。

同
院
長
は
、
「
メ
デ
ィ
ア

等
の
依
存
症
に
な
っ
て
か
ら

で
は
治
療
が
非
常
に
困
難
で

あ
り
、
通
院
も
続
か
な
い
こ

と
が
多
い
」
と
し
て
、
予
防

の
重
要
性
を
強
調
。
ゲ
ー
ム

や
メ
デ
ィ
ア
依
存
の
低
年
齢

化
や
睡
眠
へ
の
影
響
等
を
説

明
し
た
上
で
、
大
人
や
親
の

問
題
も
大
き
い
と
し
た
。
同

時
に
、
こ
の
問
題
は
家
庭
で

の
取
り
組
み
だ
け
で
は
限
界

が
あ
る
と
し
て
、
「
学
校
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
医
療
関
係
、
更
に

は
業
界
や
国
が
本
格
的
に
取

り
組
む
時
期
で
は
な
い
か
」

と
提
言
し
た
。

橋
口
知
鹿
児
島
大
学
学
術

研
究
院
法
文
教
育
学
域
教
育

学
系
教
授
は
、
「
地
域
に
お

け
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
体

制
を
つ
く
る
特
別
支
援
教

育
」
に
つ
い
て
説
明
。
医
療

的
ケ
ア
を
受
け
て
い
る
子
ど

も
の
各
種
受
け
入
れ
体
制
や

環
境
整
備
が
不
十
分
な
現
状

を
指
摘
し
た
。

そ
の
中
で
は
、
就
学
前
か

ら
学
齢
期
、
社
会
参
加
ま
で

の
流
れ
の
中
で
、
各
種
ツ
ー

ル
の
活
用
や
行
政
区
分
を
越

え
た
連
携
、
「
顔
の
見
え
る

関
係
」
の
構
築
等
が
必
要
だ

と
し
た
上
で
、
①
多
様
性
の

あ
る
こ
と
を
認
め
合
う
②
支

援
内
容
を
徐
々
に
自
ら
求
め

選
ぶ
③
学
校
医
が
移
行
支
援

で
も
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
る

─
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て

く
る
と
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
後
、
歴

史
家
・
作
家
の
加
来
耕
三
氏

に
よ
る
特
別
講
演
等
が
行
わ

れ
、大
会
は
終
了
と
な
っ
た
。

参
加
者
は
５
９
４
名
。



日 医 ニ ュ ー ス 第1373号（8）平成30年11月20日〔第3種郵便物認可〕

札幌徳洲会病院副院長／プライマリセンター長
中川　麗

働き方改革と医療
プロフェッショナリズム
国立病院機構仙台医療センター　
副院長　鵜飼克明

私
が
、
札
幌
徳
洲
会
病
院

で
非
常
勤
の
救
急
当
直
を
開

始
し
た
の
は
、
２
０
１
０
年

の
こ
と
で
あ
る
。
「
先
生
が

来
て
く
れ
る
と
、
３
日
間
連

続
、
家
で
眠
れ
る
ん
だ
」
と

満
面
の
笑
み
の
院
長
に
言
わ

れ
、
衝
撃
を
受
け
た
。

当
時
は
、
人
手
不
足
か
ら
、

院
長
が
２
日
に
１
回
ペ
ー
ス

で
救
急
当
直
に
入
る
よ
う
な

状
況
だ
っ
た
。
多
く
の
場
合
、

夜
間
10
台
前
後
の
救
急
車
と

10
人
前
後
のwalk 

in

受
診

を
受
け
る
た
め
、
あ
ま
り
仮

眠
を
と
る
こ
と
も
で
き
な
い

仕
事
を
こ
の
頻
度
で
年
単
位

続
け
て
い
る
ご
ま
塩
頭
の
院

長
が
、
同
じ
札
幌
に
い
る
。

シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。

そ
の
頃
の
私
は
、
初
期
・

後
期
研
修
を
終
え
た
後
、
専

門
科
も
常
勤
先
も
決
め
ら
れ

ず
、
人
生
の
迷
子
に
な
っ
て

い
た
。
研
修
時
代
に
出
会
い
、

成
長
を
温
か
い
目
で
見
守
っ

て
く
れ
て
い
た
患
者
さ
ん
ご

と
受
け
入
れ
て
下
さ
る
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
恵
ま
れ
、
細
々
医

学
の
勉
強
も
続
け
て
は
い

た
。
し
か
し
、
北
海
道
大
学

教
育
学
部
修
士
課
程
に
籍
を

置
か
せ
て
も
ら
え
た
の
を
い

い
こ
と
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の

小
川
の
ほ
と
り
で
日ひ

な

た向
ぼ
っ

こ
を
し
た
り
、
10
歳
年
下
の

同
級
生
達
と
テ
ニ
ス
を
し
た

り
…
…
現
実
逃
避
ま
っ
し
ぐ

ら
だ
っ
た
。

ひ
と
し
き
り
豪
遊
し
、
数

カ
月
が
経
過
し
た
あ
る
日
の

外
来
、
３
回
挿
管
さ
せ
て
頂

い
た
患
者
さ
ん
か
ら
言
わ
れ

た
。
「
あ
ん
な
に
練
習
さ
せ

て
あ
げ
た
の
に
、
も
う
救
急

当
直
し
な
い
の
？　

先
生
は

救
急
と
か
病
棟
に
い
た
方
が

似
合
っ
て
る
よ
」
と
笑
わ
れ

た
。
後
ろ
め
た
さ
か
ら
、
救

急
当
直
の
バ
イ
ト
先
に
選
ん

だ
の
が
、
札
幌
徳
洲
会
病
院

だ
っ
た
。

正
直
、
後
悔
し
た
。
久
し

ぶ
り
の
救
急
診
療
、
初
め
て

の
バ
イ
ト
当
直
の
疲
れ
は
２

日
と
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

２
回
目
の
当
直
明
け
に
、
３

日
連
続
家
で
眠
る
こ
と
が
で

き
る
と
喜
ぶ
院
長
の
満
面
の

笑
み
を
見
て
、
辞
め
ら
れ
な

く
な
っ
た
。

当
直
明
け
に
回
診
を
し
て

み
た
。
日
向
ぼ
っ
こ
中
に
ふ

と
気
に
な
っ
た
患
者
さ
ん

に
、
テ
ニ
ス
の
前
に
会
い
に

行
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

う
ち
、
現
れ
る
時
間
帯
に
合

わ
せ
て
看
護
師
さ
ん
が
一
緒

に
回
診
し
て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
、
研
修
医
が
待
っ
て
い

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ち
ょ
っ

と
ず
つ
、
病
院
に
置
く
も
の

が
増
え
て
い
っ
た
。
着
替
え

を
置
き
、
歯
ブ
ラ
シ
を
置
き
、

シ
ャ
ン
プ
ー
を
置
き
…
…
気

づ
い
た
ら
、
常
勤
に
な
り
、

名
札
に
医
長
と
書
か
れ
て
い

た
。
そ
し
て
、
院
長
が
退
職

し
、
一
人
医
長
と
し
て
プ
ラ

イ
マ
リ
科
（
救
急
総
合
診
療

科
）
に
残
さ
れ
た
。

正
直
、
苦
悩
し
た
。
こ
の

ま
ま
続
け
る
べ
き
だ
ろ
う

か
。
私
に
は
、
経
験
も
知
識

も
気
概
も
無
か
っ
た
。
何
よ

り
、
自
信
が
無
か
っ
た
。
辞

め
て
、
プ
ラ
イ
マ
リ
科
そ
の

も
の
を
潰
し
た
方
が
い
い
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
た

だ
、
私
は
優
柔
不
断
だ
っ
た
。

専
門
科
も
常
勤
先
も
能
動
的

に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
よ
う
に
、
辞
め
る
こ
と
も

で
き
な
か
っ
た
。
年
に
数
回
、

洗
濯
の
た
め
に
帰
っ
た
時
に

う
っ
か
り
寝
て
し
ま
っ
た
時

以
外
は
病
院
に
住
ん
だ
。
毎

日
、
目
の
前
の
こ
と
に
必
死

に
な
る
と
い
う
新
た
な
現
実

逃
避
を
続
け
る
中
、
た
だ
時

間
は
過
ぎ
て
い
っ
た
。

そ
ん
な
中
、
ち
ょ
っ
と
変

わ
っ
た
研
修
医
が
入
職
し

た
。
西
條
先
生
だ
。
だ
ま
し

た
つ
も
り
は
な
い
が
、
プ
ラ

イ
マ
リ
科
に
残
り
た
い
と
言

っ
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
迫

り
来
る
現
実
に
彼
の
表
情
は

暗
く
な
り
、
あ
る
日
、
言
わ

れ
た
。
「
先
生
は
、
目
先
の

こ
と
で
一
喜
一
憂
し
な
が
ら

今
を
生
き
て
く
だ
け
で
い
い

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
僕
は
、

普
通
に
家
庭
も
持
ち
た
い

し
、
先
の
こ
と
も
考
え
た
い
」

正
直
、
図
星
だ
っ
た
。
私

は
未
来
を
見
る
こ
と
を
恐
れ

て
い
た
。
足
元
に
集
中
す
る

こ
と
で
一
歩
進
む
の
に
精
一

杯
だ
っ
た
。

勇
気
を
振
り
絞
っ
て
顔
を

上
げ
て
み
た
。
そ
こ
に
は
、

た
く
さ
ん
の
差
し
伸
べ
ら
れ

た
手
が
あ
っ
た
。
北
海
道
医

師
会
勤
務
医
部
会
若
手
医
師

専
門
委
員
会
に
参
加
さ
せ
て

頂
き
、
メ
ン
タ
ー
と
し
て
支

え
て
下
さ
る
方
々
と
の
出
会

い
が
あ
り
、
徳
洲
会
グ
ル
ー

プ
内
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
修

会
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
。
ち

ょ
う
ど
、
医
師
の
働
き
方
改

革
を
推
進
し
て
い
る
時
期
で

も
あ
り
、
ア
イ
デ
ア
と
支
援

が
た
く
さ
ん
届
け
ら
れ
た
。

何
よ
り
、
心
強
か
っ
た
の

は
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
存
在

だ
。
看
護
師
は
一
緒
に
決
断

し
、
責
任
を
感
じ
て
く
れ
る

戦
友
だ
。
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職

や
薬
剤
師
、
検
査
技
師
た
ち

は
お
の
お
の
の
分
野
で
オ
ピ

ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
す
る
非
常
に
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
な
集
団
で
あ
り
、
私
達
の

ブ
レ
ー
ン
だ
。
そ
し
て
、
事
務

は
、
法
制
度
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
に
つ
い
て
熟
知
し
、
プ

ラ
イ
マ
リ
科
な
ら
で
は
の
煩

雑
な
事
務
処
理
や
社
会
的
な

支
援
の
調
整
、
病
院
間
連
携

を
率
先
し
て
行
っ
て
く
れ
る
。

特
に
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ー

ク
は
、
業
務
負
担
を
大
幅
に

改
善
さ
せ
、
診
療
の
質
を
上

げ
て
く
れ
た
。
デ
ィ
ク
テ
ー

シ
ョ
ン
、
各
種
書
類
の
記
載

な
ど
ほ
と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ワ

ー
ク
を
担
当
し
て
く
れ
た
。

２
年
間
で
医
師
の
労
働
時
間

の
う
ち
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
占

め
る
割
合
は
59
％
か
ら
23
％

へ
と
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
主
な
診
療
疾
患
の

退
院
時
情
報
提
供
書
の
記
載

割
合
も
40
％
か
ら
93
％
へ
と

改
善
さ
れ
た
。
週
60
時
間
以

下
の
勤
務
と
な
っ
た
。

医
師
は
少
な
い
し
、
確
保

で
き
る
め
ど
も
立
た
な
か
っ

た
が
、
他
職
種
の
サ
ポ
ー
ト

は
厚
か
っ
た
。
そ
し
て
、
患

者
さ
ん
に
も
恵
ま
れ
た
。
プ

ラ
イ
マ
リ
科
の
体
力
と
度
量

に
合
わ
せ
た
限
ら
れ
た
医
療

の
提
供
を
理
解
し
、
譲
り
合

っ
て
利
用
し
て
く
れ
た
。

あ
れ
か
ら
８
年
、
今
、
プ

ラ
イ
マ
リ
科
は
プ
ラ
イ
マ
リ

セ
ン
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
年
間
約
５
０
０

０
台
の
救
急
搬
送
と
約
５
０

０
０
人
の
外
来
受
診
、
約
１

５
０
０
人
の
入
院
患
者
の
診

療
を
担
う
。
西
條
先
生
は
、

公
私
共
に
育
児
ノ
イ
ロ
ー
ゼ

だ
。
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
、

そ
し
て
、
若
手
医
師
に
も
恵

ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
お

じ
い
ち
ゃ
ん
そ
っ
く
り
な
夜

泣
き
す
る
娘
ア
カ
リ
と
、
個

性
豊
か
な
６
人
の
常
勤
医
、

非
常
勤
医
師
11
人
、
研
修
医

４
人
が
、
西
條
先
生
を
悩
ま

せ
る
。
国
籍
も
母
国
語
も
描

く
未
来
も
さ
ま
ざ
ま
だ
。

悩
み
の
質
は
変
わ
っ
た
。

つ
ま
先
に
ひ
っ
か
か
る
段
差

に
一
喜
一
憂
す
る
日
が

無
い
と
は
言
わ
な
い
。

だ
が
、
今
、
私
達
は
、

未
来
も
見
て
悩
ん
で
い

る
。患

者
さ
ん
が
プ
ラ
イ

マ
リ
セ
ン
タ
ー
を
ハ
ブ

空
港
と
し
て
人
生
の
ギ

ア
チ
ェ
ン
ジ
を
す
る
よ

う
に
、
医
師
も
ま
た
こ

こ
で
応
急
処
置
を
受
け
、
癒

や
さ
れ
、
鍛
え
ら
れ
、
飛
び

立
つ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
描
く
理

想
的
な
未
来
を
応
援
し
つ

つ
、
こ
の
ハ
ブ
空
港
で
雨
宿

り
す
る
人
々
に
現
実
的
に
可

能
な
こ
と
を
提
供
す
る
。
そ

の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
こ
に
置
く

の
か
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ

ん
の
方
々
に
ご
指
導
頂
き
な

が
ら
、
新
し
く
出
会
う
仲
間

達
と
悩
ん
で
い
き
た
い
。
そ

し
て
、
そ
の
先
築
け
る
も
の

が
、
ア
カ
リ
世
代
の
満
面
の

笑
み
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

し
か
し
、
仲
間
が
増
え
、

明
る
い
未
来
を
感
じ
る
悩
み

は
嬉う

れ

し
い
悲
鳴
だ
け
で
は
な

い
。
西
條
先
生
に
、
「
白
髪

増
え
ま
し
た
ね
」
と
、
か
ら

か
わ
れ
る
こ
と
が
増
え
た
。

そ
う
言
う
西
條
先
生
の
頭

も
、
初
雪
が
降
っ
た
。
こ
れ

か
ら
も
う
少
し
我
慢
の
季

節
。
本
当
の
春
は
、
ま
だ
先

な
の
か
も
知
れ
な
い
。

医
師
の
働
き
方
改
革
は
、

実
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
孕は

ら

ん
で
い
る
。

例
え
ば
、
昼
夜
を
分
か
た

ず
搬
送
さ
れ
る
重
症
外
傷
や

脳
血
管
障
害
な
ど
に
少
な
い

人
数
で
対
応
し
て
い
る
診
療

科
に
と
っ
て
は
、
労
働
基
準

法
36
条
に
基
づ
く
労
使
協
定

（
36
協
定
）
と
い
う
現
実
が

大
き
く
立
ち
は
だ
か
っ
て
く

る
。
診
療
を
制
限
す
る
か
、

医
師
数
を
増
や
せ
ば
解
決
で

き
る
で
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ

も
そ
う
は
容た

や

す易
く
な
い
。

タ
ス
ク
・
シ
フ
テ
ィ
ン

グ
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
シ
フ

ト
制
な
ど
な
ど
議
論
は
な
さ

れ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
特

効
薬
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

研
修
医
や
専
攻
医
教
育
に

お
い
て
も
切
実
で
あ
る
。
自

己
研け

ん
さ
ん鑽
と
労
働
の
線
引
き
が

曖あ
い
ま
い昧

で
あ
る
の
で
、
自
己
研

鑽
に
重
き
を
お
け
ば
ブ
ラ
ッ

ク
と
さ
れ
、
労
働
に
重
き
を

置
け
ば
36
協
定
が
障
壁
と
な

る
。
線
引
き
を
誤
れ
ば
、
貴

重
な
研
修
・
経
験
の
機
会
を

奪
い
か
ね
な
い
。
実
に
悩
ま

し
い
。

と
こ
ろ
で
、
医
学
教
育
に

お
い
て
重
要
な
テ
ー
マ
の
一

つ
に
医
療
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
が
あ
る
。
プ
ロ
フ

ェ
ス
（
公
約
す
る
）
に
語
源

を
持
つ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン

（
専
門
職
集
団
）
で
あ
る
医

師
の
心
構
え
、
行
動
様
式
や

倫
理
観
の
教
育
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
臨
床
研
修
の

基
本
理
念
に
も
「
医
師
と
し

て
の
人
格
を
涵か

ん
よ
う養
し
、
（
中

略
）
医
学
及
び
医
療
の
果
た

す
べ
き
社
会
的
役
割
を
認
識

し
つ
つ
（
後
略
）」
と
謳う

た

わ

れ
て
い
る
。

読
者
の
多
く
は
、
こ
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を

実
際
の
現
場
体
験
を
通
し
て

醸
成
し
て
き
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
例
え
ば
、
寝
食
を

忘
れ
て
常
に
患
者
に
寄
り
添

っ
た
先
輩
、
医
療
過
疎
地
に

身
を
投
じ
た
同
僚
な
ど
な

ど
、
献
身
的
か
つ
利
他
的
な

医
師
の
姿
を
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

に
し
て
。

さ
て
筆
者
が
危
惧
す
る
の

は
、
働
き
方
改
革
の
研
修
医

や
専
攻
医
教
育
へ
の
影
響
で

あ
る
。
と
り
わ
け
医
療
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
後

退
で
あ
る
。
確
か
に
医
師
も

労
働
者
で
あ
る
。
し
か
し
、

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
っ

て
単
な
る
職
業
専
門
職
で
は

な
い
、
と
筆
者
は
信
じ
て
い

る
。

西條先生と西條先生の奥さん（看護師）、 
アカリ、筆者
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